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講演内容

自己紹介

博士課程への進学を決めたきっかけ

進学後の研究生活について

インターンシップを通して学んだこと

進路を決めるに際して

修士・博士学生の方々にお伝えしたいこと
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自己紹介

2008年～2011年 大阪府立豊中高等学校

2012年～2016年 大阪大学応用自然科学科

2016年～2021年 大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻

2021年～現在 東亞合成株式会社

経歴

熊谷康平
Kumagai Kohei

研究対象

2015年～2016年 イオン液体 (難揮発性電解液)

2016年～2021年 量子ドット蛍光体 (半導体ナノ粒子)

2017年～2021年 金属有機構造体 (多孔性配位高分子)

2021年～現在 無機系微粒子 (消臭剤)

1993年2月8日生まれ

(28歳)
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学部時代の自身振り返り

人と話すのが好き！

➡ 商社マンへの憧れ

大学3年時

有機化学は少し苦手

➡ 大学院行くべき？

普通の理系学生の生活なんて送りたくない！！

大学1～2年時

サッカー

留学

旅行

バイト

飲み会

授業の内容をちゃんと理解できない、、

➡テスト前だけ過去問の暗記に奮闘
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博士課程教育リーディングプログラムとの出会い

出典元: インタラクティブ物質科学・カデットプログラム

 異分野の方々との交流

 海外留学やインターンシップ

 月20万円の奨励金

魅力点

採用試験に無事合格したため、

学部4年時に博士進学を決意

プログラムに参加したい！

(研究のことは考えてなかった)
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学部4年～修士1年の途中までの研究

疎水性液体

疎水性固体親水性固体

親水性液体

二酸化炭素を吸収するイオン液体の開発

それなりのデータは出たものの、あまり研究に興味が持てなかった、、

後5年も同じ研究
をするの？

好きな研究をしたい
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研究室ローテーションの産物

研究室ローテーション

:  カデットプログラムの科目の一つであり、他分野の研究室で約3カ月研究を行う (自分で選択可)

液晶レーザー用の
蛍光材料探してる

無機蛍光体なら自分の
研究室で扱ってます

自分受入れ先

是非試してみたい
共同で開発しない？

やりたいです！
テーマ外なので教授
と相談してみます

教授から了承をもらい、

やりたかった研究に移行

モチベーションUP

POINT①

常にアンテナを張り、変化

のチャンスを逃さない



博士論文研究の概要

励起光

伝導帯

価電子帯

バンドギャップ

（粒子径、組成に依存）

✔幅広い波長の光を吸収

✔単色性の高い蛍光発光

課題

研究成果

QDs@MOFsコア/シェル複合体

保護剤としてMOFsを使用した結果、

半導体ナノ粒子（QDs）

より強固な表面保護剤が必要！

混合

金属イオン有機リンカー

従来のQDs

1. QDsの耐久性が大幅に向上

2. MOFsによるQDsの発光増強
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POINT②

自身の専門領域で学んだ深い経験は、

他分野でも大いに役立つはずである

大学院で学んだ研究に対する心構え①

修士論文前 (12月)

QDsとMOFsが独立 QDsから直接MOFsが成長

現実 理想

MOFsの論文を真似しても、目的
のモノができないのはなぜ？

他の論文 自分の目標

ポリマーを緩衝層に使用

MOFの自己核発生

QD

MOFがQD表面で核発生

解決策

MOFs合成の常識

QDs合成の常識

原料を一気に混合

原料を徐々に混合
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大学院で学んだ研究に対する心構え②

POINT③

自己解決に拘らず、研究室の枠を超えて協力

を仰ぐことは博士課程こそ大切である

博士2年時 (1月)

現実

理想

解決策

Zn2+

表面修飾

+

集光性のMOFsによる
QDsの発光増強

QDsが無発光

MOFs → QDsへエネルギー
移動は起こっている

MOFsの合成条件が原因っ
ぽいが、その辺に関して
自分はあまり詳しくない

MOFs成長に伴い、
QDsが消光します

QDsがMOFsに取り込
まれなくなりました 有機塩にしてQDs

と混合したら？

塩基性の物質を添加
してみてはどうか？

専門の先生との議論を通して、目的を達成できた
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株式会社日本触媒で3カ月働いて感じたこと

✔化学試薬の管理

企業で求められること 大学で求められること

労働環境の整備

営業利益の向上

✔労働時間の規制

✔原料のコストカット

✔反応プロセスの簡素化

✔作業効率の改善

CSR活動

✔環境保護、文化支援

学術研究の推進

教育機関としての責任

✔学生の人格形成

✔技術革新のための土台

✔利益を追求しない自由さ

✔個人による成果

✔労働環境の見直し

✔研究資金のありがたさ

環境にやさしく

暮らしを豊かに

誇りを持ち、楽しむ
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海外インターンシップ先の選定に際して

Nanoscience lab（研究先）

Prof. Paul Mulvaney

(h-index: 107)

量子ドット含むナノ材料
分野の世界的権威

QDsの自家製Tシャツ

再生可能エネルギーの更なる発展を目的として、
産官学の連携で設立された研究組織の中心的存在

国立研究機関 海外連携機関 金融機関等

作製したCV 英語でのE-mail

「憧れの先生に自身の技術を売り込みたい！」

英語で交渉を行う必要があったが、国際学会に出たり、
留学生と毎日話していた経験を生かすことができた
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海外インターンシップを通して学んだこと

好きな研究を続けたら、今の立場になっていた

You should do what 
you wanna do!

POINT④

自分の研究に自信を持って、英語で発信する

ことができれば「鬼に金棒」である

Paulの教え 海外の博士学生の特徴

 社会から必要とされる人材である

ことを意識している

 自分のペースで研究している

 全員が奨学金を取得している

 手を動かすより、口を動かしてい

ることが多い

自身が有する知識やスキルが外国でも必要

とされることを直に感じることができた
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なぜ企業を選んだか

博士2年時 (12月)

企業 or アカデミック？ 企業 アカデミック

 好きな研究の続行が可能

 自分の成果を世界に発信する
チャンスがある

 忙しすぎて、プライベートと
の両立が難しそう

 自分ひとりの力で研究成果を
出していける気がしない

 目標達成に向けて組織一丸と
なって協力し合える

 世間の暮らしに直結した研究
開発ができる

 好きな研究に携わることがで
きないかもしれない

 研究以外のキャリアも歩める

『新技術を発見として終わらせるのでなく、製品として世の中に広めたい！』

決め手
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会社を選ぶにあたって

POINT⑤

自身の性格を客観的に分析し、自分に合った組織を見極めることこそキャリア選択では大切

大手メーカー 中堅メーカー

業種を選ぶ際に重視した点

 自分が活躍する姿を想像できるか

 キャリアプランに合致しているか

 化学系の博士人材が必要とされるか

化学メーカーに絞って就職活動を開始

どんな人材求めてる？

2種類の化学メーカー

給料 高い そこそこ

ライバル 多い 少ない

会社内での
博士の姿

こっちが向いてそう

自分への期待度 そこそこ 高い
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自身の経験より大切だと感じたこと

常にアンテナを張り、変化のチャンスを逃さない

自身の専門領域で学んだ深い経験は、他分野でも大いに役立つはずである

自分の研究に自信を持って、英語で発信することができれば「鬼に金棒」である

自己解決に拘らず、研究室の枠を超えて協力を仰ぐことは博士課程こそ大切である

自身の性格を客観的に分析し、自分に合った組織を見極めることこそキャリア選択では大切



23

最後に

私は3年以内に卒業要件を満たすことができず、満期退学後に博士号を取得しました

当時は無念でしたが、満足いくまで好きなことをやれたからこそ、今は良い思い出となっています

第一著者として表紙に採用された論文憧れの研究室で過ごした日々共同研究で作った液晶レーザー

博士課程で得た経験は一生の宝です！誇りを持って、今を大切に生きてください
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ご清聴ありがとうございました


